
会 議 録 

会 議 名 日 時 場 所 記録者名 

令和４年度 第２回まちづくり推進部会 2022.9.22（木） 早稲田公民館 事務局 

出 席 者    ２５名（社協会長、広島市本庁 1 名、区役所 2 名含む） 

 

資 料 

・レジュメ、各ネットワーク部 会議録 

 

記 録 

１．社協会長あいさつ 

広島市本庁と区役所より、どんな話がでるのか興味があり、会議に参加された。 

  普段通りに会議を進めてもらいたい。 

 

２．社協事務局長より参加された経緯を紹介 

広島市で地域コミュニティ活性化ビジョンが作られ、沿った形を地域にとって欲しいという

思いで説明をされている。早稲田は 7 月 30 日に市長が来られ、講演された。 

市のビジョンは、早稲田のような各種団体に横串を刺した組織。各種団体が連携して地域づ

くりをしていく形。市のビジョンとよく似ている早稲田のまちづくり（7 つのネット）がど

のように運営されているのか見たいということで参加された。 

 

３．各ネットワーク部より 

※各ネットワーク 会議録より報告。検討課題の進捗状況を重点に報告。 

ネット 補  足  内  容 

シルバー 

・移動販売の情報、病院の情報を社協だよりに掲載できないか。 

 ⇒いつ移動販売が来るのか、平日休診日にどこの病院が空いているとか。 

・シルバー向けの運動器具設置の検討。 

⇒二葉の里に運動器具みたいなものがある。 

（説明文はないので、どうゆうものかはわからない。） 

＊高齢者の出来ないことの支援、出来ることの応援をしていく。 

子ども 

・小学校の不登校については、人数など詳しい状況はわからない。 

 不登校の子どもの居場所づくりも必要になってくるのであれば、課題として

取り上げることが出来ればいい。 

・町内会未加入の方が夏まつりに参加し、その後町内会に加入した。 

・わが町ネットで進めている子どもの居場所づくり（公民館利用）を子どもネ

ットでも進めていく。 

 ⇒個々の連絡会で進めてもいいが、PTA で情報共有は行う。 

防災 

・「わせだ防災プラン」を使って、各団体で活動している所もあり、活動出来

ていない所もある。 

⇒解決方法は見つけられていない。 

・「わせだ防災プラン」以外で防災に関しての課題は見つけられていない。 

ねっとパト 
・情報交換で終わっているので、次回は 4 次プランの冊子に記入して来てもら

い、課題を見つけることにしている。 



クリーン 

・４次プランの冊子 P「美しいまちづくりを考える」を進めていくなか、 

犬の糞が多いという意見が多かった。 

⇒以前行っていたポスター作成をお願いしてみたい。 

公園に貼ってあるポスターが古くなっている。 

・イノシシが早稲田 3 丁目にも出現。 

 ⇒イノシシが出た場合、社協 HP に連絡先を掲載してある。 

  遭遇した時、どうゆう対応をすればいいか、社協公式 Line にも掲載して

ある。 

じょうほう 

・４次プランの冊子 P21「情報発信の充実を図ろう」を進めていく。 

⇒団体で思われていること、個人で思われていることをどのように情報発信

していけるか。 

・情報発信の仕方。 

 ⇒アナログとデジタルを組み合わせていかないと色んな人に情報を届ける

ことは難しい。 

  活動に参加しない人にどうやって情報を届けるかが課題。 

わが町 

・子どもの居場所づくり（公民館利用）の見守りについて、どうゆうふうにす

るか検討する必要がある。 

 ⇒誰でも気軽に参加できる仕組みを考えなければならない。 

・ボランティアバンクに新しい人を入れるために声かけをする。 

・社協について知ってもらうため、町内会で動いてもらいたい。 

 

●社協事務局長の勉強会 

・年度初め 1 回だけではなく、説明が必要な時は日程調整をして、いつでも話をしてもらう。 

・まちづくりのことを理解して、課題に取り組んで欲しい。 

・来年度以降は、各ネット第 1 回連絡会に勉強会をする。 

 

＜みなさんからの意見など＞ 

●いきいきポイント事業を見守りに利用できないのか 

  ・ポイント対象を追加することは出来る。ポイント事業主催者が申請をして、開催日に主催

者がその場にいて、参加者が活動したことが確認出来ればポイントになる。 

  ・PTA が主催者になり、PTA から 1 名見守りに参加し、地域の高齢者が見守りに参加すれ

ば利用することは出来るかもしれない。 

 

 ●防犯に小 P、中 P から見守りして欲しいと言われている 

  ・見守りの回数などを減らすことは出来ないのか。 

   ⇒ねっとパトで情報共有してもらい、どうゆうふうなのが効率的なのか。 

    毎日したほうがいいが、負担がない方法を考える必要がある。 

    【パトロール曜日】小 P（木）、中 P（月・火・水・金） 

中 P の火曜日は朝、小 P は木曜日以外で朝と下校に立つ。 

  ・小 P と中 P は必要だと思ってやっているけど、手が足りず防犯にお願いしているが防犯

が困っている状況をどうしたらいいか検討して欲しい。 

 

 

 



●社協会長より、ねっとパトの由来 

23 年前に社協が出来た時、見守りは必要という話になった。 

パトロールを同じ日に小 P、中 P がバラバラで行っていたが、効率も悪いので地域も一緒に

なって行うことにし、ねっとパトとなった。 

いつでも、どこでも、誰でも 1 年 365 日、24 時間の見守り体制を作ること。 

パトロールする人を募集し、登録してもらって保険に入ってもらった。 

パトロール用札を作成し、好きな時にパトロールをしてもらうけど、報告は必要なし。 

ゴミ出し時にパトロール、犬の散歩の時にパトロール、買い物の時にパトロールなど。 

発信力がなくなって登録する人もいなくなり、7 つのネットが出来たらやり方を忘れられて

しまった。 

つばめ交通、中国新聞、配送の人にも協力してもらっていた。 

 

 ●ねっとパトが出来た当初の活動をする場合、主導するのはどの団体に 

  ・ネットでは出来ないので、既存団体に組み込む。 

  ・どこにするのかは社協が考える。 

  ・当初のパトロール用札は、小 P 生活部が作成していた。 

   小 P 入学生セットに入れて配布していた。 

  ・登録者名簿を作成し、パトロール用札を配布するようにしないといけない。 

 

 ●ネットはどこまで行うのか 

  ・ネットではアイディアを出して推進部会でお願いするだけでは、その上の社協の役員会で

こういう意見がありましたと報告することに留まってしまうので、ある程度の具体性（こ

ういうことをこうしたい、この団体にお願いしたい）という所までまとめる必要がある。 

・社協の各団体の役割をしっかり理解できている人がいるネットはそこまで詰めて話せるけ

ど、各団体の役割を理解していない方が多いネットもあると思うので、そこまで詰めて話

し合うことは全部が全部は無理だと思う。単発の意見だけあげていいのではないか。 

・どこの団体で誰がどのように進めるのかを社協役員会で話して決めるのは無理なので、ど

この団体にお願いするのが良いか分からない場合は推進部会の中で確認する。 

 

【まちづくり推進部への提案】 

  ・シルバー向けの運動器具の設置。 

 ・移動販売「とくし丸」がいつ来るのかの情報が欲しい。 

  ・病院の休診日（木曜日）、どこの病院で見てもらえるのかの情報が欲しい。 

  ・早稲田学区内で習い事の情報が欲しい。 

・情報発信の方法として社協だより・社協 HP・公式 Line を使いながら、新しい方法として

タブレットの設置、答えられる人が答える書き込める掲示版（紙）を公民館に設置出来な

いか。 

 

４．まちづくり推進部部長より 

  みんなの認識合わせも難しく、今まで役割について話し合ったこともなかったが、今日の会

議で結論が出たような気がする。 

ずっと関わっている人もいれば、新しい人もいる中で意見を言いにくいかもしれないが、意

見を言うことは失礼ではないし、思ったことを言えるのが早稲田のいい所。 

ボランティアを整理することが急務となっているので、若い人の力を入れていきたい。 



５．前回の会議で出ていた社協で検討していただきたいこと 

  ・社協役員会で意見が出ていた内容を報告した。 

  ・町内一斉清掃が 7 月と決まっていないので、変更することも可能。 

   来年度、日程をどうするのか社協で検討する。 

  ・横断歩道の◇マークが消えている件を防犯会長から伝えてある。 

いつ書き直してくれるかの連絡はない。 

 

６．まちづくり推進部事務局から 

  ・会議録を送信したら、グループ Line または個人 Line で送信したことを連絡する。 

  ・会議録は Word または Excel で、PDF には変換しない。 

   社協 HP に掲載するために個人情報を削除するため。 

  ・会計処理については、第 1 回まちづくり推進部会レジュメで確認して欲しい。 

 

●広島市本庁と区役所の方、会議に参加してみての感想 

 ＜広島市本庁＞ 

  以前、東区役所地域起こし推進課に勤務していた時に 7 つのネットについては聞いていたが、

会議に出て話を聞いたことはなかった。 

  7 つのネットは広島市地域コミュニティ活性化ビジョンの有効な組織体制の例として、最初

に載っている取り組みとなっている。 

  東区を担当しているが、他の区の担当者から、どんなことを話しているのか、どんな人が参

加しているのか聞かれる。今までは社協会長から聞いていたことを伝えていたが、今回参加

してみて年齢層の若い会議を初めて見た。 

色んな意見をネットごとに纏めて、意見交換しているのは他の地域ではないので、ビックリ

したのと勉強になった。東区だけでなく他の区の担当者にも話が出来るので、引き続き課題

検討組織を続けて、活発な意見交換をしてもらいたい。早稲田学区まちづくりを一緒に取り

組みようになっているので、何かあれば地域起こし推進課や私に言ってください。 

 

 ＜区役所＞ 

  役所は上手に利用していただきたい。言いやすい関係になってもらえればと思う。 

  この会がざっくばらんで、意見が飛び交っているのが凄いと思った。 

  役所に聞いてみたいと思ったら、気軽に声をかけてもらいたい。 

 

 

 

＜次回＞まちづくり推進部会 12 月 23 日（金）19：00～ 早稲田公民館 研修室 1 


